平成30 年度の博物館館園実習・見学実習について by 九州保健福祉大学学芸員養成課程
平成 30 年度の博物館館園実習
・見学実習について
　　　　　　　　　　　　　　　   九州保健福祉大学学芸員養成課程
　平成 30 年度の博物館館園実習 ( 学外実習 ) では、12 名の実習生 (4 年次生対象 )
が各地の館園での実習に参加した。実習先は九州を中心に西日本各地の館園に











　本年度は総合博物館 2 名、美術館 3 名、動物園・水族館 4 名、自然史系博物
館 4 名という動向であった ( ただし自然史系博物館には希望により 2 ヵ所参加
した実習生が 1 名 )。昨年度まで熊本地震の影響で受け入れが困難であった熊本





宮崎県立西都原考古博物館にて 10 月 14 日に実施した。今年度は履修者が少な
く参加学生は 3 名であった。こちらも両館には御礼申し上げたい。
25
倉敷市立自然史博物館 ( 岡山県 倉敷市 )・大阪市立自然史博物館 ( 大阪府 大阪市 )
実習期間：平成 30 年 8 月 14 日～ 19 日・8 月 21 日～ 25 日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 薬学部 動物生命薬科学科
                                                                                              中島　智子
1: 倉敷市立自然史博物館























































　5 日目は開館 35 周年記念のイベントの会場設営や案内を行った。ゲス




























　8 月 21 日～ 25 日の 5 日間、同館での実習に参加した。実習生は私を







































熊本市動植物園 ( 熊本県 熊本市 )












































日 2 回の訓練 ( ハズバンダリートレーニング ) をしている。日常的な動物
との信頼関係を構築し、体に触れても驚くことなく注射の接種が可能な状
態にすることで、疾病時に投薬・採血が容易になり、これによってスムー























































































御船町恐竜博物館 ( 熊本県　御船町 )




船町にある博物館だ。私はこの博物館で 9 月 10 日から 9 月 16 日の 7 日
















































































































宮崎県立美術館 ( 宮崎県　宮崎市 )
実習期間：平成 30 年 8 月 7 日～ 8 月 18 日
薬学部 動物生命薬科学科
                                                                                                       木下　愛













































































北九州市立自然史・歴史博物館　いのちの博物館 ( 福岡県　北九州市 )
















て、短所を改善するには対象とする来館者 ( ここでは子ども ) や気候 ( 湿気 )
のことを考えると難しいようだ。





















　2 日間の休みが明けた後、実習後半が始まり 10 人いた実習生のうち 6
任は 5 日間で終了しているので、残りは私を含めて (10 日間の実習を希望
している )4 人となった。後半は主に標本の処理・作成の作業に当たった。




けて肉を落としていた骨 ( アナグマの頭骨・カモシカの後肢 ) を歯ブラシ
やピンセットで付着している脂肪を落とす作業を行った。爬虫類標本は 2
回実習があり、1 回目はリクガメとワニトカゲの骨格標本の組み立て作業



































大淀川学習館 ( 宮崎県　宮崎市 )
実習期間：平成 29 年 8 月 22 日～ 8 月 26 日
薬学部 動物生命薬科学科

































　この 5 日間で最も印象に残り、印象にのこったのは 4 日目の小型水槽管






































　この実習を通し、常に動物たち ( 特に魚 ) や子供たちと近い環境にいて、





みやざきアートセンター ( 宮崎県　宮崎市 )



















的なイラストレーターである生賴範義 ( おうらいのりよし ) について学び、
その後生賴の作品をテーマとした展覧会 ( コーナーでの小規模展示 ) に向
けて企画を構想していった。展示をどのような目的で行うか、どの年齢層
を対象とするかなどを繰り返し考えていって趣旨を明確化していった。

























































大牟田市動物園 ( 福岡県大牟田市 )












で、動物関係の部署を全体的に体験した ( 表 1)。
 表 1  実習日程
9/4 9/5 9/6 9/7 9/8 9/9
病院 キリン班 キリン班 休み サル班 サル班
9/10 9/11 9/12 9/13 9/14 9/15









































































熊本市動植物園 ( 熊本県熊本市 )




ほとりにある。総面積 24.5 ヘクタールの園内には約 120 種・700 頭の動
物が暮らしている。熊本地震の影響を受け、実習実施期間には土日祝日の
みの開園であった。地震後の園のコンセプトは「選ばれる。好きになる。
そして、愛される熊本市動植物園へ」である ( 写真 1)。






















































　9 月 1 日から 14 日の約 2 週間、福岡市にあるマリンワールド海の中道












































































みやざきアートセンター ( 宮崎県　宮崎市 )
実習期間：平成 30 年 8 月 30 日～ 9 月 4 日
薬学部 動物生命薬科学科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山下 翔太郎













































　平成 30 年 8 月 28 日～ 9 月 1 日の 5 日間、福岡県北九州市にある自然
史・歴史博物館「いのちのたび博物館」へ博物館実習生として参加してきた。
この実習には他に 9 名の実習生が参加しており、そのうち私を含めた 6 人
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丁寧に張り付け < マウント >、ラベルを設置し、パソコンにデータを記入




























　最終 5 日目は特別展におけるアンケート調査を行った。5 人ずつに分か
れ、大人向け・子供向けのアンケート調査をし、最後に集計して考察をし
た。ここでは「展示がメッセージを的確に伝えているか」を現状の展示評






なえた。最後に集計して、出た意見を 1 つずつ 1 枚の紙に書いてグループ
に分け、来館者が展示をどのように捉え・感情の傾向があるのかを実習生
全員で分析していった。「面白かった」・「テレビで見た生き物がいてびっ
くりした」などの一方、展示についての辛口な意見などもあって様々な評
価が得られた。
　この 5 日間の実習を通して、学芸員は表の仕事は少なく、裏での地道な
調査・研究が主であり、それが博物館を支えていると改めて理解すること
ができた。また、展示の意図を理解してもらうことは、大人にはできても
子供には難しいものであると展示評価を行って感じた。
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